
 書式第１２号（法第２８条関係） 
 
 

2020年度  事 業 報 告 書 
 

  2020年 4月1日から   2021年 3月31日まで 

 
 特定非営利活動法人日本ピーススマイル協会  
１ 事業の成果 
・コロナ禍による影響により当初の予定・計画と変更点が多くありました。 
・出前授業の実施校増加を目指していたが、コロナ３波後の12月と1月に2校でだけ実施。約150人にワーク
ショップを実施（1校はワークショップなしの授業）。また、企業と学校のコーディネート、被災地支援は
実施できずに終わった。 
・一方で、心の育成事業での主催ユースイベントは1月のみリアルで行なったが緊急事態宣言後3月からオ
ンラインに切り替え、ほぼ毎月精力的に行った。オンラインだとしても満足度や自己肯定感向上の効果は
高く、全国からの参加者が得られた。411人へのワークショップを実施できたが、今回も1月から助成（coo
p地域助成）をいただけた。 
・子育て世代への教育と啓発にはＷＡＭからの助成を受けることで、子育て講座や、啓発イベント・セミ
ナーを実施できた。認知度も上がり、実績も報告書として形に残すことができた。また、来年度も継続し
て助成を受けることが出来た。社会的にもオンラインイベントが多くなり、差別化も含めた集客と自主運
営に向けた収益化が課題だった。また、企業研修に繋げる目標があったが、これも含め次年度は新しい工
夫が求められる。 
・イベントや企業研修のキャンセルにより、運営を継続できる基盤作りが明白となったが、政府の持続型
給付金、会員数と寄付額の増加により、今年度を乗り切ることが出来た。2021年は、昨年実施できなかっ
たクラウドファンディングをはじめとした資金調達と会員増・寄付額増は危急の課題となっている。 
２ 事業の実施に関する事項 
 

 
（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

受益対象者 
の範囲及び 
人 数 

事業費の金
額（千円） 

 

 心の育成を促
進する事業 

学校での自己肯定感を養う
ワークショップ授業の実施
と各機関への広報。 

2020年12月 
2021年1月 

都内中学、埼
玉県立高校 

4人 該当学校の生
徒650人 

20 
 

同上 青少年対象の主催イベント
実施（ユースディスカッシ
ョン、ボランティア等） 

通年（計 14
回） 

主にオンライ
ン。2回新宿
区で実施。 

9人 全国の青少年
中心に400人 

615 

同上 学校とCSR企業とのコーディ
ネート事業 

    0 

 同上 自己肯定感を高める子育て
支援講座実施 

2020年5月、
7月 

オンライン 4人 全国の親40人 100 

 同上 教育者向け授業講座 通年計5回 オンライン 4人 全国の教育関
係者40人 

103 

 同上 各種教育系イベントへの出
展、参加 
→未来の先生展、文科省こ
ども霞が関見学デー 

11月:未来の
先生フォー
ラム 

オンライン 4名 全国の学生と
親、教育関係
者10人 

4 
 

 自殺・うつを
予防する事業 

企業への啓発活動。シンポ
ジウムとセミナーによる職
場改善と家庭での虐待防止 

5月通年（報
告会含め 12
回） 

オンライン 18人 人事、経営者
など、子育て
世代170人 

1,766 
 
 
 



 同上 講師派遣 
 

2020年5月 オ ン ラ イ ン
（NPOサポー
トセンター） 

1人 依頼団体の会
員等45人 

10 

 同上 被災地支援イベントと現地
での活動 

7月～9月 平成30年西日
本豪雨と2019
年台風15・19
号の被災地域 

4人 主に倉敷市真
備町及び関東
東北圏の被災
地 

0 
 
 

 同上 動画で自殺・うつを予防す
るコンテンツ作り 

通年 主に事務所 4人 全国不特定多
数の若者 

1258 
 
 

 同上 ネットワーク構築事業。NP
O・教職員向けセミナーやフ
ォーラムへの参加 

通年 主に都内 2人  199 

 同上 自尊感情を高めるノート作
り 

通年 主に事務所 4人 主に東京都の
青少年500人 

0 

 
（２）その他の事業 

 

 

事業名 事 業 内 容 実 施 
日 時 

実 施 
場 所 

従事者 
の人数 

事業費の 
金額 

（千円） 

 

      

      

   


